
データで読み解く訪日ムスリム客の動向
　第 25 回

　2017 年の東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）からの
訪日客は 290 万人に達し、その中には多くのムスリム
（イスラム教徒）が含まれていました。そうしたムスリ
ム客の急増に伴い、ハラールという言葉が一般にも知
られつつある今、世界の観光業界で話題となっている
のがハラールツーリズムです。今月は、今後日本でも
注目されると思われる、このハラールツーリズムにつ
いて考察したいと思います。
　
訪日ムスリム客、20年までに100万人？
　
　　

　まずご紹介するデータは「ＡＳＥＡＮ主要国からの
訪日ムスリム客の推移（推定）」です。これは日本政府
観光局が発表している訪日観光客の統計をベースに各
国の推定ムスリム比率を掛け合わせて試算したもので
す。各国の人口におけるムスリム比率は、インドネシ
ア 88.1％、マレーシア 61.4％、シンガポール 15.0％、
タイ 4.3％と仮定しています。
　この試算によると、14 年に 35 万人程度だったＡＳ
ＥＡＮからの訪日ムスリム客数は 17 年には約 68 万人
に上ったと推定されます。この３年間における年平均
成長率は 24.3％でしたが、ＡＳＥＡＮ諸国を対象とし
た訪日ビザの取得要件緩和からまだ数年であるため、
訪日旅行の一般化が見込まれる今後の伸びはさらに大

きくなる可能性があります。
　仮に過去３年の年平均成長率が今後も続くと仮定す
ると、ＡＳＥＡＮからのムスリム訪日客は 19 年に 100
万人を突破し、20 年には 130 万人に達すると推定され
ます。ＡＳＥＡＮ以外の国や地域にもムスリムはいま
すので、世界中からの訪日ムスリム客という観点から
すれば、訪日ムスリム 100 万人時代に突入するともい
えるのです。
　　

　
ハラールツーリズムとは何か

　
　ハラールツーリズム、イスラミックツーリズム、ム
スリムホスピタリティー――。今、世界ではさまざま
な呼称でムスリム客向けのツーリズムサービスが開発、
提供されています。ハラールフードやプレイヤースペ
ース（祈祷所）が用意されるという点は共通していま
すが、内容は宗教上の行為に関するアクティビティー
と、そうではないアクティビティーに大別されます。
　例えば、サウジアラビアのメッカへの巡礼旅行は前
者に属し、訪日旅行は後者の色合いが強いといったも
のです。ただサウジアラビアでもレジャーは楽しめま
すし、日本でもモスクを巡るといった体験はできるの
で、何をどう称するかはまだはっきり定義されていま
せん。だからこそ、日本でもハラールツーリズムの開
拓余地は大きいのです。
　例えば、昨年ＡＳＥＡＮで話題になったイスラミッ
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ククルーズが参考になるのではないでしょうか。シン
ガポール―インドネシア・アチェ州のクルーズでは、
１人 12 万円相当のツアーに 12 カ国から 1,000 人のム
スリムが集まりました。料理は全てハラールで、イス
ラム音楽のライブ演奏、エクササイズ教室、ゲーム、
イスラム法学者の講話など多彩なプログラムが提供さ
れ、中でも月光の下での集団礼拝は「イスラミックク
ルーズならでは」と大変好評だったようです。このク
ルーズ船の船籍がイタリアであったことも注目に値し
ます。
　

観光地づくりにハラールのセンスを
　
　日本では、スキー場でのハラールツーリズムが始ま
っています。六甲山スノーパーク（兵庫県）やふじて
んスノーリゾート（山梨県）では、ハラールフードや
お祈りスペースが用意されています。いずれも施設と
してはハラール認証を取得していませんが、ピクトグ
ラム（絵文字）の活用やノンポーク・ノンアルコール
フードの提供、さらに希望者には紙食器も提供すると
いった、できることから行うサービスがムスリム客か
ら好評を得ています。
　また、安比高原スキー場（岩手県）は一段と先を行
っています。ホテル安比グランド内のレストラン「七
時雨」はハラール認証を取得し、ラーメン、すし、天
ぷら、うどん、鍋、牛丼といった人気メニューを提供
するだけでなく、ハラール弁当をゲレンデのフードコ
ートへデリバリーしているのです。加えて、ネーティ
ブのインストラクターによるスキー教室を開催したり、
公衆浴場に入れないムスリム客のために貸し切り風呂
を用意したりするなど、至れり尽くせりのサービスを
展開しています。
　13 年に実施されたＡＳＥＡＮ諸国へのビザ緩和か
ら５年が経過し、ムスリム訪日客は東京、京都、大阪

などの「ゴールデンルート」以外を周遊し始めていま
す。ハラールフードとプレイヤースペースの提供は、
もはや常識。それにユニークなアクティビティー（つ
まり、非日常的なコト消費）をプラスできるかどうか
が今後の鍵となるでしょう。
　地方都市の観光資源は東アジアや欧米からの訪日者
が「次に訪れるべき日本」として注目しているように、
訪日ムスリム客も熱い視線を注いでいます。日本のハ
ラールツーリズムは新たなフェーズに入りつつありま
すが、まだまだ始まったばかりです。
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ハラール関連事業としては 2014 年元日に「世界初
の英語発信による日本ハラール専門ポータルサイ
ト」Halal Media Japan を開設、同年にはハラール・
ベジタリアンレストラン検索サイト・アプリ Halal
Gourmet Japan をサービスイン。日本最大のハラー
ルトレードショーである Japan Halal Expo を 14
年と 15 年に開催、16 年は新たに Halal Expo Japan
にて東アジア初のモディストファッションショー
Tokyo Modest Fashion Show を併催、17 年には世界
初のムスリムロリータコレクション Kawaii
Hijabi Collection とファッションスクール生コン
ペ Generation M Design Award を併催した。
MasterCard CrescentRating -Japan Muslim
Travel Index 2017-では共同編集長を務めた。趣味
は矢沢永吉、ライブ参加は通算 132 回。

2018 年（平成 30 年）2月 27 日（火）［16］The Daily NNA シンガポール＆ASEAN 版【Singapore & ASEAN Edition】　第 05674 号

【ASIA】www.nna.jp/　【EU】www.nna.eu/Copyright(C) NNA All rights reserved. 記事の無断転載・複製・転送を禁じます

https://databank.nna.jp/



	持続可能なパーム油の利用促進
	インドネシアと税務情報交換、９月から開始
	１月製造業生産高、電子回復で18％上昇
	クリエイティブ、３Ｄヘッドホンの技術開発
	東部の大型展示場の運営権、ＳＰＨが応札
	空港利用者数、１月は１％増の530万人
	タクシーの乗車件数大幅減、自家用車配車が台頭
	スクート、南昌・プカンバルへの便就航
	現代建設、西部トゥアスの埋立工事受注
	医療ラッフルズメディカル、17年は利益微増
	ソーラーホーム、120万米ドルの資金調達
	ＯＣＢＣ、音声で残高確認など可能に
	株価続伸、ＵＯＢ銀は1.4％高
	バンヤンツリー、タイのＬＲＨを完全買収へ
	ＮＴＴコム、地場ＩＴとＩＣＴで販売提携
	パナ、料理番組のスポンサー契約を更新
	仏ＰＳＡ、ナザのクダ州工場を取得
	プリペイド携帯番号、２億6200万件が登録済
	アストラ系部品会社、設備投資費２兆ルピア
	ゴム手袋用型製造のマーク、３割増産を計画
	＜ＬＧＢＴ市場＞性のはざまの100万人市場（上）
	タイ国鉄、九州モデルの豪華観光列車を計画
	シャープ、ＴＴＣのメガソーラー建設を受注
	自動車輸入制限、官房長官に緩和を再度要望
	メイ諸島、黄金パールの商業規模生産計画
	成長する料理宅配市場、注文20倍も
	日本政府、セブ港向け警備通信システム供与
	クラーク空港の運営入札計画、財閥案は却下
	27日
	日本鋳鉄管社長に日下修一氏ほか
	吉田忠明氏（元トマト銀行社長）ほか
	データで読み解く訪日ムスリム客の動向
	ファラー・アンさん　体操選手
	フィリピン
	タイ
	インドネシア
	マレーシア
	韓国
	オーストラリア

